
今月の行事料理：十五夜 

 

   「うさぎさんカレーライス、さつまきなこ団子」 

＜ 17（火）の献立：昼食、午後おやつ＞ 

☆十五夜とは？ 

「きれいな満月」の夜をさします。十五夜は毎月ありま

すが、「中秋の名月」とよばれる日は 1年に 1度。1年で

最も月がきれいな夜をさします。 

里芋の収穫の最盛期にもあたり、お供え物の代表格で

あったことから「芋名月（いもめいげつ）」とも呼ばれます。 

平安時代は貴族がお酒を飲みながら月を 

眺める行事でした。江戸時代から、収穫 

祭や初穂祭の意味合いが強くなり、月に見立

てた丸い団子をお供えすることで豊作への感謝と祈願を

する日となりました。 

給食では、昼食でお月さまにいるうさぎを見立てたうさぎさん

カレーライス、午後おやつでさつまいもを蒸かして潰して、片

栗粉を混ぜてまるめてきな粉をまぶしたさつまきなこ団子を

提供予定です。 

 9月は秋分の日もあり「食欲の秋」の幕開けですね。“色々

なものが実り収穫できる”時期でもあり、“暑さから涼しさへう

つり、食欲が戻りやすくなる”時期でもあります。“食べ物へ

の感謝の気持ち”も忘れず、美味しくいただきたいものです。 

※由来等には諸説・地域差があります 

おうちで作ってみよう！ ＜ 2(月) 昼食 ＞ 

☆「いざ」という時に備えて☆ 

～ ローリングストックの一例 ～ 

「切干大根とツナのゆかり和え」 

※目安：幼児 1人分 

切干大根 6g・ツナ水煮 10g・醤油 0.8g・しそふりかけ 0.2g 

（１） 切干大根を水で戻し、柔らかくなったら水気をきる。 

（２） 切干大根をハサミ等で食べやすい長さに切る。 

（３） ツナ、醤油、しそふりかけを加えて和える。 

非常時で火が使えない環境でも調理をすることが出来ます。 

お子さまクッキングポイント♪ 

♪ハサミで切る(保護者の方がついてあげてください) 

 

☆9月 1日は「防災の日」☆ 

①なぜ 9月 1日が防災の日なのでしょうか？ 

・”関東大震災”が発生した日(1923年 9月 1日) 

・台風シーズンを迎える日 

⇒地震や風水害等に対する心構え等を 

育成するため、防災の日が創設されました。 

②「防災」に込められた意味は？ 

災害対策基本法では、「災害を未然に防止し、災害が発生した

場合における被害の拡大を防ぎ、及び災害の復旧を図ることを

いう」と定義しています。 

※①②ともに東京消防庁『防災の日と二百十日』より引用。 

③”食“における備え「備蓄食品」 

 備蓄食品には 2種類あります。 

 1.非常食 

  災害時の備えとして用意し、主に災害時に使用するもの 

  例：アルファ米、長期保存可能なパン・水、乾パン等 

 2.日常食品 

  日常から使用し、かつ、災害時にも使用するもの 

  ※「ローリングストック」とも呼ばれています。 

  例：缶詰(肉・魚・豆、果物・野菜)、乾物、野菜ジュース等  

 

    

                

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

♪たべものクイズ 
なんというなまえのたべものでしょう？ 

 ♪ヒント♪ 

 きいろいおようふくにつ

つまれていて、たべると

きは、そのなかをたべる

よ。きいろのまえはみど

りいろなんだって。 

「たべものクイズ」のこたえは、「バナナ」でした！「みどり

いろ」から「きいろ」にへんしんするには、「じかん」と「おん

ど(あつい・さむい)」などをちゃんとおせわ

するひつようがあるんだよ。

どのくらいのじかんがかかるのかな？


